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である」といい、まるで一人の人間が生き続けて
いるかのように、康助の残した江戸小紋の伝統技
術の根本が、改良や進化を加えながら現代に受け
継がれていることを認識した。また実際に、江戸
小紋の制作現場を調査し、かつ伝統の技術を受け
継ぎ第一線で活躍している、小宮康正の江戸小紋
の制作の足跡をたどることにより、本稿で取り上
げた江戸小紋は、現存資料より室町時代末期の小
紋染から端を発し、その近世の型染は江戸時代を
通して受け継がれ、幕末から明治時代にかけて繊
細さと巧緻を極めて発達してきた技術の踏襲であ
り、今日の伝統工芸を支えているものの、その線
上にあることを確認した。
　本稿を通して、伝統とは、単に古いものを模倣
し、従来の技法に墨守することではない。古くか
ら伝えられてきた様式や、永遠に変わらない本質
を基にした技術を切磋琢磨するとともに、時代に
則した新しいものや美を築き上げ、さらに次世代
にその技術や根本を継承しなければならないもの
であることと確信した。また、伝統の高度な技術
が要求される型紙を彫る人の技、その型紙を使い
染める人の技により生み出される江戸小紋の美に
ついて、今一度関心を持つ機会としたい。
　葛飾区西新小岩にある「小宮家」では、小宮康
助を祖とし、息子の康孝、孫の康正、そして曾孫
の康義・康平と実に四代にわたって、日本の染色
技法の型染の伝統を継承した「江戸小紋」の制作
が行われている。小宮家は、日本の型染である江
戸小紋制作の第一人者である。
　江戸小紋とは、一色で染められる小紋柄で、そ
の魅力は遠目には無地の着物のようで、近くで見
ると繊細な極小の美がくり広げられている型染で
ある。これは、江戸時代の武家の男性が着用した
裃や小袖、さらには町人が着用した小袖に施され
た小紋染の技術に、明治時代から移入された合成
染料を用いて着尺に応用した型染のことである。
この江戸小紋の名称の由来は、小宮康助（1822－
1961）を昭和30年（1955）に重要無形文化財保持
者（人間国宝）に認定する際に、多彩な京小紋や
他の小紋、型友禅などと区別するために、この名
称が採用されたことに始まる。
　小宮家で制作される江戸小紋は、明治・大正・
昭和・平成・令和にかけて、型染の染色技法の近
代化のなかで小紋染の美を追究するために、ある
部分はかたくなに伝統技法を守り、またある部分
は新しい時代に即した技術を大いに取り入れるこ
とにより、伝統を受け継ぎかつ進化を続けてき
た。それは江戸小紋を染めるということだけでは
なく、堅牢度が高く奥深い魅力の地色を生み出す
染料の選択、さらに江戸小紋を染めるための道具
である型紙を彫る型彫り師を育成したり、その型
紙の材料となる和紙を漉く職人たちへの助言や、
和紙の原材料となる那須楮の質にまで目を配って
きた。つまり、江戸小紋の制作を支える技法・技
術に止まらず、日本の型染文化をも牽引してきた。
　本稿では、平成30年に重要無形文化財「江戸小
紋」保持者（人間国宝）に認定された、小宮康正
にご協力いただき聞き取り調査を行った。江戸小
紋の人間国宝は、祖父の小宮康助、父の小宮康孝
に続き、同じ分野で三代連続での認定は初めての
ことである。小宮家では、江戸小紋を染めるため
に何に力を尽くしてきたのか、さまざまな業績や
江戸小紋の制作への情熱の一端を聞き取り調査し
た。
　その結果、小宮家は、康助が明治27（1894）年
に小紋職人として弟子入りし、明治40年（1907）
に浅草で独立し、氏は「型さえ残せば、小紋は誰
かがやる」が口癖で、型紙をはじめ江戸小紋の基
礎を残した。そして康孝は、「伝統は改良の連続
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　「伝統とは、技術や技法ではなく、取り組む姿
勢です。」（朝日新聞朝刊、平成30年7月30日より）
と述べる、小宮康正は、平成30年（2018）に重要
無形文化財「江戸小紋」保持者（人間国宝）に認
定された。江戸小紋の人間国宝は、祖父の小宮康
助、父の小宮康孝に続き、同じ分野で三代連続で
の認定は初めてのことになる。まさに小宮家は、
日本の型染である江戸小紋の名門である。
　葛飾区西新小岩にある「小宮家」では、康助を
祖とし、父の康孝、康正、そして子息の康義・康
平と実に四代にわたって、まるで一人の人間が逞
しく生き続けるかのように、明治・大正・昭和・
平成・令和にかけて、型染の染色技法の近代化の
なかで小紋染の美を追究するために、伝統技術を
忠実に受け継ぎかつ新しい時代に即した技術を大
いに取り入れ進化を続けてきている。
　また、江戸小紋を染めるだけではなく、着物の
地色が日光に当たっても退色し難い染料の改善や、
江戸小紋を染めるための道具である型紙を彫る型
彫り師を育成したり、その型紙の材料となる和紙
を漉く職人たちへの助言や、かつまた和紙の原材
料となる那須楮の質にまで目を配ってきた。つま
り、江戸小紋を支える技法・技術に止まらず日本
の型染文化をも牽引してきた。
　本稿では、康正の人間国宝の認定を機に、氏の
江戸小紋の作品に止まらず、長板中形の作品も取
り上げ、その美と技を紹介する。また、小宮家の
江戸小紋を染めるために力を尽くしてきたさまざ
まな業績や情熱の一端も紹介する。尚、本文中で
は個人名は敬称を略させていただくことをお断り
する。
2-1．江戸小紋とは
　一色で染められる江戸小紋。その魅力は遠目に
は無地のようで、近くで見ると繊細な極小の美が
広がっている。江戸小紋とは、江戸時代の武家の
男性が着用した裃や小袖、さらには町人が着用し
た小袖に施された小紋染の技術に、明治時代から
合成染料を用いて着尺に応用した型染のことであ
る。この江戸小紋の名称の由来は、小宮康助（1822
－1961）を昭和30年に重要無形文化財保持者（人
間国宝）に認定する際に、多彩な京小紋や型友禅
などと区別するために、この名称が採用されたこ
とに始まる。
　染法は近世以来の型付のように、長板に貼った
絹地に型紙を使い、防染糊をヘラで置いていく。
この伝統技術を放置していたら、手染めの小紋染
はきっと絶えていたであろう。まさに康助が、小
紋染の美と技を現代に継承した重要人物である。
　
2-2．小宮康助の技
　康助は、明治27年に小紋職人として弟子入りし、
明治40年に浅草で独立した。康助の伝統に根ざし
た技術革新は、生地に合成染料を入れた色糊を塗
布して、地色を染める「シゴキ」技法の実用化に
ある。この色糊に先立つ「写し糊」が明治12年頃
に大阪で開発され、明治末頃には関東でもモスリ
ン友禅に使用された。康助も明治43年頃には、色
糊を使用した小紋染に着手する。合成染料を生地
に染めるには、蒸し工程が必要である。しかし蒸
しにより型付糊に色が浸透して、防染の効果を果
たせない。そのため防染糊に亜鉛末を入れること
により、糊の防染力を保たせることに成功したの
である。康助のシゴキによる小紋染は、明治末期
には完成した。
　康助は、奉公時代の若い頃から合成染料の研究
に余念がなかった。
　「当時、染色は草木染でしたが、明治31、2年頃
外国から染料が輸入されたので、小紋の染料の使
い方を色々と工夫し、験しましたが、自分の思う
ような色が出来ず、随分と苦労しました。当時は、
まだ奉公中でしたので仕事のあいまあいまを見て、
夜は皆が寝ている時にも起きて研究したものです
が、自分のお給金で染料を求めなければならず、
研究も仲々出来ませんでしたが、33年頃に職人頭
１．はじめに
２．小宮家三代の足跡
図1　竹べらを使い型付作業をする小宮康助
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短期間で制作は中止となってしまった。康助は、
小紋染を籠付するなど、先端技術を取り入れる開
発者もあった。
　山辺知行の康助についての回想録に、「我々職
人は、一反染めても五反、十反、百反染めても作
るものにムラがあったり、出来不出来があっちゃ
いけません。然し先生方（伝統工芸展の作家たち
のこと）は一つ一つが同じものじゃいけない。だ
から一ぺん入選したら、それが独参湯の専売特許
みたいになって、一つのことの繰り返しをやった
んじゃ駄目です。」5
　或る時はこんな事も言った。「腕が足りなくて
染料が泣き込んだりした所、私共じゃどう考えた
って不上りとしか思えないような所を、味があっ
て面白いとおしゃる。理屈は何とでもつくもので
すな。」6
　康助の言葉には、確かな染色技術の習得を重視
していたことが窺われる。工芸制作は、絵画や彫
刻などに比べ、強く自己主張するのではなく、没
我的精神により技を磨き美しい作品を制作すると
いう厳しい世界で職人たちは、日々の技術のくり
返しの中に、伝統を継承している。康助によるシ
ゴキ技法の実用化は、型染に対する旺盛なチャレ
ンジ精神を基に、何より、近世以来の小紋染の魅
力を知りつくした職人気質ならではの偉業である。
　さらに康助は、「型さえ残せば、小紋は誰かが
やる。」が口癖で、気に行った柄で使用できる古
い型紙があっても、新しい型紙を注文し続けたと
いう。これは、型彫り師の技術の継承という、重
要な役割を果たしたのである。まさに、康助は江
戸小紋の基礎を確立した。
1882年（明治15）：東京・墨田区押上に農家の次
男として誕生する。
1895年（明治28）：浅草の「若松屋」の小紋の型
付職人・浅野茂十郎のもとで修
業を始める。
1903年（明治36）：若松屋の年季を終了、さらに
１年間の御礼奉公をした後、都
内の型付師の工房で技を磨く。
1907年（明治40）：浅草・千束に板場を設け独立、
板２枚を仲間から借りて開業す
る。
1910年（明治43）：この頃実用化された、合成染
料で染める「シゴキ技法」を採
になり職人の出入りや、新人に教えてやるように
なりました。今から思うと奉公時代は若い情熱と
でも申しましょうか、体の疲労も忘れて働きまし
た。その時のなぐさみは、時々自分の気にいった
ような型付が出来た時や自分の思うような色が出
来たときでした。」1
　当時の苦労を振り返ると、寝る間も惜しんで合
成染料の研究に没頭していたことが窺われる。こ
の苦労は結実する。
　「晩年、小宮康助は、植物染料による日焼けを
例に挙げ、化学染料の堅牢度を高く評価している。
日焼けしないということは長く「着る」ために必
要な要素であり、有形文化財として博物館・美術
館に保管する条件とは異なる。当時、この「江戸
小紋」の技術はあくまで着尺を製作する技術であ
った。小宮康助は着用者の立場に立って反物を製
作しており、だからこそ、技術を変化させたので
ある。」2。とある。
　康助は、着る人の立場に立ち、ものづくりをし
ていたことがわかる。これはまさに、工芸の原点
であり魅力でもある。
　さらに、『江戸小紋技術記録』3 を読み解くこと
により、「小宮康助の技術は、小紋の技術の最盛
期である江戸時代の風格を持つと捉えていたこと
がわかる。これらの記述からは、江戸小紋の命名
に江戸時代からの技術を引き継いでいるという意
味も込められているように感じられる。このよう
に考えていくと、江戸小紋の「江戸」は地域とし
ての「江戸」（東京）という意が強いものの、「江
戸」時代の意も含まれていると推察することがで
きよう。」4
　これらを見ていくと、小宮康助の江戸小紋の技
術の根本が記されている。昭和29年（1954）には
伝統技術そのものを認定する重要無形文化財と、
その技術を保持する人を「重要無形文化財保持
者」（人間国宝）とする認定制度が定められた。
当時長板に生地を貼ることなく染められる様々な
型染が開発され、型染の基本となる江戸小紋や長
板中形を無形文化財として認定した意義は大きい。
　尚、康助は、小紋染を籠付で行ったり、生地に
漆を使用して印伝の技法を応用した型染の加工も
手掛けていたことは意外と知られていない。昭和
15年には、印伝の技法を絹の生地に応用するため
に、特別な型を彫らせたり、漆を乾かすために専
用の室を作った。しかし、当時は戦時下で、道具
についた漆を洗い流すガソリンの入手ができず、
小宮康助年譜
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　灰色地に流麗な曲線が連なり蔓を表わした柄。
上品で穏やかな雰囲気が漂っている。この美しさ
は二枚型による染めで、高度な技が根底に流れて
いる。この裂を康正は、鎌倉で偶然見つけ、「祖
父が染めたもの」と直感し購入したという。帰宅
後、生地や染料を調べてみたら、やはりそうであ
った。
　小紋の品格高い染め上りには、小宮家の歴史が
蓄積している貴重な資料である。
　道具彫りの型紙による、粋なよろけ縞。曲線の
不規則な連続性に面白味があり、フランス縞と命
名したのは宇野千代である。昭和34年頃作
　川端康成の小説『古都』の登場人物が語った一
言は、康助作の江戸小紋を物語っている。
「無形文化財、（人間国宝）というのどすか、小
宮さんの江戸小紋な、あれかて若い人が着ると、
かえってよううつって、目立つのどっせ。すれち
がう人が、振りかえって見てはります。」7とある。
　川端康成は『古都』で、昭和30年代の京都の日
常生活や風情を京言葉により繊細に描いている。
当時、康助作の江戸小紋の着物に袖を通した女性
が古都京都の風景に美しく映えたことだろう。
2-3．小宮康孝氏の技
●染料の改善
　康孝は、小学校卒業と同時に、父・康助のもと
用する。
1923年（大正12）：関東大震災で住宅と板場が全焼。
1929年（昭和 4）：現在の葛飾に移転。
1945年（昭和20）：空襲で住宅と板場が全壊し家
業を中断、収集した江戸小紋の
型紙を離さず守る。
1947年（昭和22）：板場を再建。
1955年（昭和30）：重要無形文化財「江戸小紋」
技術保持者に認定。
1961年（昭和36）：死去（享年78歳）。
●康助の作品
　呉汁の中に顔料を入れて柄を染めた、シゴキ技
法以前の作品。康助作の現存作品は少なく、今で
は貴重である。筋は、一寸幅（3.3㎝）に20本が
整然と並ぶ。毛萬は、縞彫りの型紙を使い、最も
シンプルな柄でありながら、最も高度な技を必要
する。明治35年頃作。
図2　小紋呉染着物 毛萬筋 （部分）
図3　縦縞に細蔓小紋染裂（部分）
図4　江戸小紋着尺 フランス縞
図5　出刃べらを使い型付作業をする小宮康孝
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型彫り師 喜田寅蔵である。江戸小紋は、型彫り・
型付・染めそれぞれの技術が一体化して生み出さ
れる賜物である。康孝はさらに江戸小紋のめざす
所は、「“風呂の湯気のような着物“つまり、目に
も気持ちにもさわらない、乱れがあってはいけな
い手の跡が味へ、それが“無の味“になる。」そ
んな着物であるという。
1925年（大正14）：東京・浅草に生まれる。
1938年（昭和13）：小学校卒業、修業を始める。
1942年（昭和17）：関東工科学校電機科に入学。昼
は板場、夜は学校の日々を送る。
1945年（昭和20）：甲府の連隊に入隊、復員。
1947年（昭和22）：板場を再建。
1950年（昭和25）：合成染料の改良に着手する。
1960年（昭和35）：第7回日本伝統工芸展で「江戸
小紋　蔦」が初入選。以降、毎
年出品。
1963年（昭和38）：日本工芸会正会員となる。
1964年（昭和39）：第11回日本伝統工芸展「江戸
小紋着物　十絣」が奨励賞受賞。
1967年（昭和42）：和紙製作者らと型地紙の改良
を始め、成功する。
1978年（昭和53）：重要無形文化財「江戸小紋」
技術保持者に認定。
1988年（昭和63）：紫綬褒章を受章。
1998年（平成10）：勲四等旭日小綬章を受章。
2012年（平成24）：葛飾区名誉区民となる。
2017年（平成29）：死去（享年91歳）。
●康孝の作品
　香りの異同をかぎ分け、5本の縦線と緯線を組
み合わせた図で示す源氏香の柄。錐彫りによる極
小の点が整然と並び厳しい中にも、手技ならでは
の温かい味がある。
で修業を始める。康孝は戦後、染料の改善に着手
する。これは康助の遺志を継ぎ、着物として着る
人の立場に立ったものづくりといえよう。さまざ
まな染料で布を染め、堅牢度を測定しては試行錯
誤をくり返し、ついに退色し難い染料を探し出し
た。しかし当時の防染剤では、染料が型付糊に浸
透し柄が鮮明にならないので、型付糊に色止剤を
入れて色のにじみを防いだ。防染糊の工夫により、
イギリスの紳士服に使われている染料を江戸小紋
に応用したのである。さらに染料は堅牢度に強い
だけでなく、鮮やかで透明感のある色を出し絹本
来の光沢を活かすことができるようになった。色
に厳格な康孝は、「渋い色と濁った色は違う。」と
いう。この染色方法により生地は、色が冴え凛と
した染め上りが実現した。
●型地紙の改良
　型紙は単なる1枚の和紙ではなく、楮繊維によ
る手漉き和紙2～4枚を縦、横、縦と繊維方向を考
慮しながら、柿渋をワラ刷毛で塗布して重ね、貼
り合わせている。
　型染の歴史において、近世以来の型染に使用さ
れた生紙8に対して、明治期以降に合成染料の導
入後の型染染色技法の多様化に伴い、型地紙の需
要が高まり、生産時間を短縮して市販された室入
9の使用が考えられる。この室入が主流になると、
型紙の保存に適さないばかりか、近世以来の型紙
の手彫りの良さや手染めの美しさが表現できなく
なってしまった。さらに型紙は、コスト削減の対
象により、パルプが混入した安価な紙を渋加工す
るため、型地紙の品質低下が起きていた。
　康孝は型紙の質の低下について調査して、和紙
制作工程での繊維が脆弱化することに気づいた。
紙漉きの過程で、楮を煮る10・繊維の打解11・乾
燥方法12にもこだわり、旧来の型地紙より強度の
ある原紙（型地紙用の和紙）にすることができた。
この原紙を型地紙として渋加工を行い、紙の強度
を維持することにより、2～300年後も型付が可能
と思われる、生紙を作り出した。
　さらに、康孝は江戸小紋制作の道程を振り返り、
「型屋の力があってこそ、できたものである。」
と力説する。明治時代から昭和時代へと彫り継が
れた型紙は、利益優先の経済世相の中で道具とし
てコスト削減の対象となり、型彫りの模様の乱れ
を起こしていた。それは、染めの乱れに繋がる。
この型の乱れを修正し昔の型の味を蘇らせたのが、
小宮康孝年譜
図6　江戸小紋着物　源氏香
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芸展に「突彫小紋 木瓜入四十五本連子」で初入
選を果たす。康正の一連の連子柄には、昭和58年、
第30回日本伝統工芸展出品に「突彫小紋　組み違
い連子」（京都国立近代美術館蔵）があり、文部
大臣賞を受賞している。これらの連子柄は、一寸
幅に筋が42～45本入る縞を段風に組み違えた模様
を突彫で表している。康正は連子について、「型
彫りも型付けも命がけでやるような難しさ…」と
述べている。両者の技術の極限を見ているような
迫力がある。そして、繊細さの中に優しい味わい
と品格高い染め上りである。連子柄は、康正の代
表作となる。
　康正は他にも平成2年、10周年記念特別ポーラ
奨励賞を受賞、平成22年には紫綬褒章を綬章する
など、多くの受賞歴に彩られている。言うまでも
なく、小宮家の家業の中心は、江戸小紋である。
祖父の代から築き上げられた、この江戸小紋染色
技術の習得・継承が、康正に課せられた大役であ
る。これだけでも一生の大仕事であるが、長板中
形の復元にも力を尽くしている。
　康正が仕事を始めてから7～8年経過した頃、康
孝は、長板中形の衰退を心配して「康正、やって
みないか。」と、声をかけたという。これをきっ
かけに康正は、昭和55年頃より、清水幸太郎13の
門をたたく。そして、長板中形の糊の製法や「追
っ掛け型」の染法など、あらゆる技術を身に付け
ていく。さらに、埼玉県の型付師や藍染め職人と
交流し、藍染めについても研鑽を深めていった。
この努力が、平成元年に「ゆかた　よみがえる」
展（東京国立近代美術館工芸館）として結実して
いる。
　康正は、長板中形の染色技術継承だけに止まら
ない。昭和63年頃より、日本伝統工芸展に江戸小
紋の両面染を出品している。江戸小紋の染めの中
でも難易度の高い模様である、連子柄のシリーズ
の一つ、「突彫小紋　角紋入連子」では、片面染
だけでも至難の技であるが、この繊細な模様を両
面染で表している。
　その厳しいまでの技の追求が、今は、江戸小紋
の背景作りへと移行している。康正は、「伝統は
受け継ぐより、伝える方が難しい」という。子息
の康義と康平が仕事を継いでいる現在、江戸小紋
の技術継承に止まらず、「現在、日本の養蚕は瀕
死の状態である。」という危機感から、繭の改良
などに取り組んでいる。また、江戸小紋にかかわ
らず、結城などの染織産地を訪れ、物作りの立場
　鮫皮状の柄で、錐彫りの粒が弧を描くように並
ぶ。これは1粒を6粒が囲み、基本の7粒が繋がり
無限の宇宙を表現するかのように広がる、世界一
の抽象パターンである。
　柄のあまりの細かさに、型彫り師が短命になっ
たと語り継がれるほどの極小の技の宇宙が広がる
宇治川柄の江戸小紋。宇治川とは、宇治川の先陣
争いからくるものか、整然と並んだ一粒一粒の中
に厳しい手の味と型彫り師と染め師の高度な技術
が集結している。
2-4．小宮康正の技
　康正は昭和31年生まれ。昭和47年頃より板場に
立ち修業を始める。昭和55年、第27回日本伝統工
図9　出刃べらを使い型付作業をする小宮康正
図7　江戸小紋着物　極鮫
図8　江戸小紋着尺　宇治川
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粘り気の少ない糊）を使い、絵際が立った模様通
り（染め際がシャープ）に防染されて白く表現さ
れることといえよう（図14、15）。これに対して、
不上り（染め上りを失敗したこと）を恐れて、ネ
バ糊（糯粉の多い糊）を使うと、粘り気のある糊
は繊維内に入り白く染め上がるが、絵際がぼやけ
て模様が明瞭に表現できない（図11）。
　木綿には、木綿用の糊がある。これを麻に使う
と絵際がくずれるという。例えば、木綿地にポン
と糊を置くと、木綿は水を吸うので、糊は置かれ
た状態を保ってくれる。しかし、生地には水だけ
が浸透して、糊は生地に食い付かない。これでは、
生地に染料が浸透して不上がりになる。これは、
生地の吸水力の差で、生地が早く水を吸うと糊気
が繊維に食い付かない。逆に生地に水がゆっくり
浸透すると、糊も繊維内に浸透するが糊はくずれ
る。水と粘り気には逃げ（食い付き方）が微妙に
違うという。
　糊の基本は、生地本来の吸水力と繊維の空間を
考慮し、かつ糯米と粳米の食感に差があるように、
デンプンの性質を利用して、粘り気の多少を使い
分ける。粘り気（糊気）を生地に浸み込ませつつ、
絵際にそそり立つ糊（置かれた状態を保つ）を追
求しているという。だから、軽い糊と絵際に立つ
から様々な意見交換をするなど、良い物を作る・
伝えることについて、いろいろ模索中である。
1956年（昭和31）： 東京葛飾区・小宮康孝の長男
として生まれる。
1972年（昭和47）： 父・康孝氏のもとで修業を始
める。
1980年（昭和55）： 第27回日本伝統工芸展「突彫
小紋　木瓜四十本連子」初入選。
1983年（昭和58）： 第30回日本伝統工芸展「突彫
小紋　組み違い連子」文部大臣
賞受賞。
1988年（昭和63）： 「突彫小紋 着尺両面染 立霞入
り連子」文化庁買い上げとなる。
1989年（平成元）： 東京国立近代美術館「ゆかた
よみがえる」展出品。
1990年（平成2）： 10周年記念特別ポーラ優秀賞受
賞。
1994年（平成6）： 第７回MOA岡田茂吉賞「優秀
賞」受賞。
1997年（平成9）： 康助・康孝・康正の作品を集め
た、三代の作品展を葛飾区で開
催。
1998年（平成10）： 第35回日本伝統工芸染織展「長
坂中形着尺　松竹梅」日本経済
新聞社賞受賞。
2000年（平成12）： 第37回日本伝統工芸染織展「染
藍麻地長板中形着物 貝合せ」
日本工芸会会長賞受賞。
2006年（平成18）： 第53回日本伝統工芸展「江戸
型小紋両面染 梅」が高松宮記
念賞受賞。
2007年（平成19）： 第54回日本伝統工芸展鑑審査
委員。
2010年（平成22）： 紫綬褒章を受章。
2018年（平成30）： 重要無形文化財「江戸小紋」
技術保持者に認定。
●糊
　「一糊・二腕」の言葉があるように、型染には、
防染糊は重要である。康正は美しい絵際の型染を
追求するために、糊の研究に余念がない。
　防染糊が働くとは、型彫りの迫力通りの模様の
形に防染糊が生地の上に置かれ、染め上がること
である。それは糊には、サクイ糊（水切れが良く
小宮康正年譜
図10　糊作り
図11　鶴模様長板中形裂（個人蔵）
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白」で、白地に藍色の清涼感ある柄は格別の仕上
がりである。
　第46回日本伝統工芸展（平成11年）の出品作。
2羽の雁が飛び、草花の丸文が沿うように配され
た柄。白地に繊細な藍の点表現は、「追っかけ型」
ならではのもの。雁の表情、薄や草花が風になび
く軽やかな線には、生命の輝きを見せる。ここに
は、型彫り師と染師の高度な技術と、地道な作業
の藍建てによる本藍の美しさが根底にある。
　第60回日本伝統工芸展（平成25年）の出品作。
江戸小紋に長板中形の技術を踏襲し、連子柄の両
面染めへと発展した作品。連子の格子が上下に穏
やかに揺らぎながら連続するさまは、屋根瓦のよ
うで、整然とした美がある。縦筋と横筋共に、髪
の毛一本のズレも許されない、両面染には最高難
度の技が要求される。
糊とはまたニュアンスが違い、糯米の粉と米糠の
配合と炊き方が違うという。
　康正の奥深い糊の話しである。これに加えて、
糊の材料の質・糊を作った季節、また型紙の質や
模様・型付をする気候など、その時々の不確実な
要素が加わっていく。だから、糊作りのデータの
蓄積はかかせないそうだ。
●康正の作品
　第27回日本伝統工芸展（昭和55年）の初入選作。
小紋柄には、錐彫や道具彫で表された模様を思い
浮かべるが、この連子柄は突彫の魅力を活かし、
従来の江戸小紋には見られない新境地が開拓され
た柄。連子とは格子のことで、一寸間（3.3㎝）
に40本の筋が通してあり、繊細さの中に優しい味
わいと品格高い作品。この作品より、変化に富ん
だ「連子柄」のシリーズが生まれ、あくなき技へ
の挑戦が始まる。
　精緻な連子の格子が整然かつ延々に連続し、そ
こに1・2、1・2と繰り返す規則的に縦縞を配した
柄。シンプルな中に凛とした絵際で表された繊細
な連子には、律動を刻み、奥深い味をもたらす。
　図14の長板中形は、江戸小紋とは糊の製法も染
法も全く違い、生地の両面に防染糊を置き、藍が
めに浸染した、長板中形の王道を追究した作品。
長板中形でも高度な技が要求される「一枚小地
図12　江戸小紋着尺 木瓜入四拾本連子
図13　江戸小紋着物　縦一二連子
図14　長板中形着尺　石竹
図15　越後上布地長板中形着物　雁に花の丸
図16　江戸小紋両面染着尺　屋根瓦連子
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れている。また、小紋の精緻さと緊張感、中形の
もつ大らかさをシャープな絵際で両面に染め、絽
の清涼感と相まって繊細さと優しさが共鳴する。
作品は高度な技と風格を持ち、型染にかける小宮
家三代の歴史と情熱が伝わってくる。（第53回日
本伝統工芸展（平成18年）高松宮記念賞受賞作と
同柄）。
　精緻な六角文に、目を凝らして見ないとわから
ない程に小さい三角文が整然と並んだ篭目柄。型
は、突き彫りによるもの。精緻な趣は、紙の性質
など、理屈では不成立な型彫り作業とそれを上回
る高度な技の型付け作業の成果といえよう。
　第62回日本伝統工芸展（平成27年）の出品作。
精緻な３筋の縞に道具彫りの鎖が配された、鎖縞
小紋という縞柄。型は、昭和41年に児玉博が縞彫
りと道具彫りにより型彫りしたもの。それを薄物
の両面染めに挑戦した意欲的な作品で、端正な仕
上がりである。小紋の技術継承はもちろんのこと、
小紋の柄やその風格・味わいも次世代に、この鎖
のように受け継がれてほしいと願いが込められ
「絆」と名付けられた作品。
●小紋染と長板中形と康正の両面染について
　小紋と中形は型染の一種で、小紋は模様が細か
く中形は小紋より柄が大きいとされている。また
中形は、江戸時代には型染の木綿の浴衣を意味す
るようになった。
　細かい連子の間にさらに角紋を配し連続する柄
で、連子柄の中でも複雑さと精巧さは屈指のもの。
これを1㎜の狂いもなく、生地の両面に染めてい
る。型彫り師と染匠の神業とも思える、最高難度
の技である。
　第58回日本伝統工芸展（平成23年）の出品作。
繊細な縦筋に細霞がたなびく地文に桜花を軽快に
散らし、琴を配した斬新な柄。絽地の薄物に小紋
の両面染めに挑戦した作品で、技の熟成を感じる。
薄物は扱いが難しく、生地の両面に防染糊を置く
ことは至難の技である。それを感じさせない絽の
透明感と柄の雰囲気とが相まって、琴の音色が聞
こえそうである。
　繊細な縞の市松を地文に梅花をリズミカルに配
した柄。江戸型の名称は、紺屋・大黒屋（群馬県
前橋市）で発見された型紙を基に型紙の復刻から
行われており、江戸の瀟洒な面影が見事に再現さ
図18　駒絽地江戸小紋両面染羽尺　琴の音色
図19　駒絽地江戸小紋両面染羽尺　梅
図21　駒絽地江戸小紋両面染羽尺　絆
図20　江戸小紋着尺　篭目
図17　江戸小紋両面染着尺　角紋入連子
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のであろうか。そして、父・康孝も康助の遺志を
継ぎ、「型彫りの手の味を残したい。」と、改良し
た型地紙を使い、伊勢型紙彫刻の技術継承に尽力
した。昭和45年頃より、突彫の長谷川重雄（1912
－1987）などに協力を依頼し、大黒屋に伝えられ
ていた江戸時代の型紙の復刻が本格化する。こう
して、親子二代にわたって型紙彫刻技術の継承が
なされ、いつ、誰が使うともなく、小宮家には小
紋型のみならず中形の型紙が蓄積されていた。
　図22からは、康正の長板中形の作品である。作
品は、浴衣が日常にあふれていた最盛期の頃（江
戸時代末期から明治期頃）の浴衣の面影を復元し
ており、どれも突彫りによる刀の味が遺憾なく染
められている。紺屋に残る型紙のみで実際の浴衣
が残っていない今日、型紙の復刻から立ち上げ染
められた、浴衣の瀟洒で涼しさを誘うデザインを
紹介したい。
　第33回日本伝統工芸染織展（平成8年）の出品作。
古木に留まる雄雄しい鷹を絵画のように繊細に染
めた柄。今まさに、獲物を狙う鷹の気迫が伝わっ
てくる。地白に藍の点表現は、精緻かつシャープ
に染められ、中形の魅力が最大限に発揮されている。
　第37回日本伝統工芸染織展（平成12年）日本工
芸会会長賞受賞。紗綾形を地文として草花に彩ら
れた貝合わせの貝を散らした柄。精緻な模様の「二
枚型」14を両面に、正確に糊置きするという至難
　小紋は、近世より麻や絹地に主に片面に防染糊
を置き引き染をする。小紋の最古の作例には、室
町時代末期の「伝上杉謙信所用　黄色地小花模様
小紋帷子」（上杉神社蔵）があり、精緻な小花模
様が表されている。一方中形は、麻や木綿の生地
に防染糊を両面に置き、藍に浸けて染める。中形
には、岐阜県関市の春日神社に伝わる室町～桃山
時代の直垂をはじめ、「伝徳川家康所用 浅葱地蟹
模様帷子」（徳川美術館蔵）などがあり、藍地に
模様が白上りで表されている。
　小紋は武家の裃のように、引き染により精緻な
型染の道を追求した。中形は藍の浸け染めに終始
し、湯帷子から発達した武家の夏の衣料の両面染
の伝統が、江戸時代には庶民の浴衣染として中形
に伝承したと推測される。中形は生地の両面に糊
を置き、模様を鮮明に白く上げることが重要とな
った。そのため中形の型付には、型紙は一枚のみ
を用いる場合と、一つの模様を二枚の型に彫り分
けた「追っ掛け型」とがあり、精巧な技により繊
細な模様が染められてきた。近世には、小紋と中
形とでは模様表現において目指すものが違う型染
となった。
　近現代の型染の小紋や中形は、幕末から明治期
にかけて精巧さと繊細さを増し継承されてきた技
術であり、今日の伝統工芸を支えているものであ
る。明治期以降に合成染料が開発され、小紋は康
助によりシゴキ技法が実用化し「江戸小紋」が開
花した。中形は、大量生産を目的としたスクリー
ン捺染などとは一線を置き、生地を長板に貼り両
面の型付と藍に浸染する「長板中形」の技術継承
を貫いた。
　康正の「両面染」は、長板中形の両面染の技を
熟知し江戸小紋に踏襲された、氏ならでは偉業で
ある。現代の日本の型染の新たな１ページを開拓
したといっても過言ではない。
●長板中形の魅力
　康正が長板中形に取り組む経緯は祖父・康助の
代までさかのぼる。康助は、明治40年頃の独立当
時には、小紋も中形も手がけていたという。康助
は、「型の味は、突彫だ。」「そもそも江戸にはい
い型があった。」と言い、図24の図柄のように昭
和10年頃には、大栗国雄（1908－1949）に突彫に
よる中形の型紙の復刻を依頼していた。当時は経
済的にも厳しい生活の中で、自ら型紙の復刻を手
がけており、康助は、中形の衰退を予感していた
図23　麻地長板中形着物　紗綾形に貝合わせ
図22　長板中形着尺　鷹に松
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2017年（平成29）：第64回日本伝統工芸展江戸小
紋着尺「トランプ」日本工芸会
奨励賞。
2018年（平成30）：第52回日本伝統工芸染織展江
戸小紋着尺「初鰹」三越伊勢丹
賞。
　康義は、父・康正の下で弟・康平と共に江戸小
紋の技術習得に日々力を注いている。そして、技
術継承に止まらず、曽祖父から三代が行ったよう
に、康義独自の江戸小紋の制作が進行中である。
康義は、「過去を越えるデザインができるかもし
れない。時代に必要とされる作品を目指し、種を
まき続けたい」（読売新聞朝刊、平成31年3月19日
より）と述べている。江戸小紋の技術と美の継承
にとって、心強い言葉である。
　康義の作品、平成29年　第64回日本伝統工芸展
で日本工芸会奨励賞を受賞した江戸小紋着尺「ト
ランプ」は、ダイヤ・スペード・ハート・クロー
バーの４種類のモチーフが可愛らしくかつ整然と
並んだ柄。現代的なアイデアと若々しい感覚の中
に、錐と道具彫りの型の味わいが兼ね備えられて
いる。
　江戸小紋という染物は、薄い刃物のようにとて
も繊細で柔らかいものである。そして、時代が進
むと共により重厚感が増していった。この両方を
合わせ持った江戸小紋の制作を続けてほしいと思
う。康義・康平の今後の活躍を応援している。
　以上、江戸小紋の技を伝え、美を生み出す、小
宮家四代の足跡を見てきた。伝統とは、単に古い
ものを模倣し、従来の技法に墨守することではな
い。古くから伝えられてきた様式や永遠に変わら
ない本質を基にした技術を切磋琢磨するとともに、
時代に則した新しいものや美を築き上げ、さらに
次世代にその技術や根本を継承しなければならな
いものであることを認識した。
　現代の型染を見わたすと、機械化され短時間に
量産が可能な多彩なプリントやスクリーン捺染も
行われている。一方で、小紋・中形系の型染は、
型を彫る・糊置き・染めのそれぞれの技術が一体
となって染めの美しさが生み出される。今や手描
友禅染や刺繍などと同様に、技術そのものが貴重
な作業であることを改めて認識せねばならない。
この調査を踏まえて、これからは「染織史A」の
授業において、伝統に根ざした型染の技や美を伝
の技を成し遂げている。江戸期の中形の技術の確
実な伝承を窺うことができる。なお、用布は木綿
ではなく麻に藍染にして、独特の味わいと深みが
増している。
　第41回日本伝統工芸染織展（平成19年）の出品
作。藍地に草花を配した雪輪文や短冊を散らし、
青海波や花菱亀甲を切り取り自由に配した柄。大
らかな柄の雰囲気には、中形ならではの線に抑揚
があり、爽やかさと品格もある。これは、「二枚型」
による高度な糊置きの技の結果である。
　最後に、康義の作品を紹介したい。
　寸分の狂いもなく並ぶ点が七宝を表し、その中
に十字が整然と収まっている。一粒一粒は自己主
張せず、しかし凛として味わいがある。その穏や
かな染めの表情の中に、康義の江戸小紋に対する
秘めた熱い想い、後世へ繋ぐことへの決意を感じ
ずにはいられない。
1982年（昭和57）： 小宮康正の長男として生まれる。
2003年（平成15）：父の下で修業を開始する。
2008年（平成20）：東京造形大学絵画科卒業。
2009年（平成21）：第56回日本伝統工芸展江戸小
紋着尺「四ツ目入松皮菱」初入選。
小宮康義年譜
３．おわりに
図25　江戸小紋着尺　十字入り七宝
図24　長板中形着物　切り取り
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2 菊池理予「工芸技術記録に関する研究－『江戸小紋技術記録』を
通して－」無形文化遺産部プロジュクト報告書『無形文化財の
伝承に関する資料集』独立行政法人国立文化財機構　東京文化
財研究所無形文化遺産部、2011年3月、p.64。
3 2、P.61-62。『江戸小紋技術記録』は、昭和27年（1952）に作成さ
れた。文化庁より平成13年8月1日に東京国立博物館に移管さ
れ、現在は同館に「列品」として登録・保管されている。この
記録は、着物1領、反物1反、染見本26種、箆1つ、染織美術協
会による文書記録1冊、メモ書き、文部省への送付状からなる。
4 2、p.63。
5 山辺知行『ひわのさえずり』源流社2004年、p.34。
6 5、p.34。
7 川端康成『古都』新潮社、平成30年、p.50。長編小説。『朝日新
聞』に昭和36年（1961）10月8日から翌年1月23日まで、107回に
わたって連載された。小説は、古都京都を舞台に、名所や史蹟、
年中行事が盛り込まれた人気作品である。
8 和紙を渋加工後に、天日で自然乾燥し枯らした型地紙のこと。
5年程寝かして和紙と渋を安定させた後、市販される。
9 渋加工後の生紙を室に吊るし大鋸屑で燻煙し渋を急速に枯ら
し固めた型地紙のこと。1年程寝かして、市販される。
10 楮を炭酸ソーダ（炭酸ナトリウム）でじっくりとあずきを煮る
ような感じで煮て繊維を取り出す。
11 打解機で、繊維を解繊しやすくする。この時には、非繊維細
胞を必要以上に解繊しないで残す。
12 原紙の乾燥は、板干による天日乾燥をすると高価になるので
鉄板乾燥とした。型彫師より、原紙は天日乾燥よりも鉄板乾
燥の方が、彫刻時に力を必要とするという。
13 1897－1988．昭和30年重要無形文化財「長板中形」の技術保持
者（人間国宝）に認定される。白地に藍色の模様が表現された、
二枚小地白を得意とした。
14 主型と消型による二枚型（図）が使われている。つまり、貝に
描かれた小菊模様を染めるためには、表生地に主型と消型を
使って２回、裏面に同じく主型と消型を使って２回、計４回
の型付を行い、藍に浸染しなければならない。小菊模様の優
しげな風情とは反対に、主型と消型は厳しいまでに精緻に彫
られている。このように、２枚の型紙に模様を彫り分けるこ
とにより、彫る部分の多い模様でも型紙の支えとしての吊り
の影響を受けることがなく、型紙としての強度を保つことが
できる。この方法ならば、型によるくり返しの中にも、自由
な絵模様の表現が可能となる。
図　主型・消型の染め見本
